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は
じ
め
に

備
中
松
山
藩
（
現
岡
山
県
高
梁
市
）
出
身
の
藩
儒
山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
〜
一
八
七
七
）

は
幕
末
期
に
お
け
る
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
た
藩
臣
で
あ
り
、
儒
学
者
・
教
育
者
と

し
て
も
高
名
で
あ
る
。
方
谷
の
藩
政
改
革
と
そ
の
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
、
概
ね
経

済
思
想
と
儒
学
思
想
と
い
っ
た
二
つ
の
面
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
経
済
思

想
の
研
究
で
は
、
矢
吹
邦
彦①
が
農
民
の
減
税
政
策
、
道
路
や
河
川
工
事
の
建
設
、
義

倉
の
建
設
な
ど
方
谷
に
お
け
る
撫
育
政
策
を
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
政
策
は
財
政
政
策

と
金
融
政
策
の
二
本
の
柱
か
ら
な
る
不
況
対
策
で
あ
る
と
評
価
し
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論

と
類
似
す
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
三
宅
康
久②
は
ケ
イ
ン
ズ
経
済
、
新
古
典
経
済
学

の
視
点
か
ら
、
方
谷
の
藩
政
改
革
が
藩
と
領
民
を
共
に
豊
か
に
さ
せ
た
要
因
を
分
析

し
、
現
代
の
財
政
思
想
と
の
相
違
点
に
関
心
を
向
け
て
い
る
。
大
淵
三
洋③
は
、
方
谷

の
財
政
改
革
は
朱
子
学
的
禁
欲
的
志
向
へ
の
批
判
か
ら
出
発
し
、
藩
主
と
家
臣
だ
け

で
は
な
く
、
領
民
に
も
最
大
限
に
利
益
を
あ
げ
る
政
策
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ

は
幕
藩
体
制
が
米
本
位
経
済
か
ら
貨
幣
経
済
へ
と
発
展
す
る
中
で
、
資
本
主
義
経
済

に
適
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
方
谷
の
藩
政
改
革
を
高
く
評
価
す
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
方
谷
の
藩
政
改
革
の
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
て
い
る
が
、
資
本
主
義
思

想
を
到
達
点
と
し
た
発
展
史
観
・
近
代
化
論
的
な
叙
述
に
収
斂
し
て
い
る
と
い
え
、

儒
学
思
想
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
当
該
期
の
歴
史
的
文
脈
に
即
し
て
再
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
。
一
方
、
藩
政
改
革
と
儒
学
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
陽
明
学
と

の
関
連
に
主
眼
を
置
い
た
分
析
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
朝
森
要④
は

王
陽
明
、
熊
沢
蕃
山
の
思
想
と
の
類
似
性
を
考
察
し
、
山
田
方
谷
が
陽
明
学
を
実
際

政
治
に
活
用
し
た
事
功
の
人
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
馬
田
哲
次⑤
は
王
陽
明
の

「
誠
意
」「
致
良
知
」
と
方
谷
の
思
想
の
親
近
性
を
検
討
す
る
。
樋
口
公
啓⑥
は
『
続
資

治
通
鑑
綱
目
講
説
』
を
取
り
上
げ
、
方
谷
は
藩
主
板
倉
勝
静
に
歴
史
を
通
じ
て
改
革

の
技
法
を
学
ば
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
こ
う
し
た
教
育
理
念
に
は
徳
を
指

向
す
る
王
道
思
想
及
び
陽
明
学
の
知
行
合
一
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

た
し
か
に
方
谷
は
佐
藤
一
斎
塾
で
三
年
間
従
学
し
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
熊
沢
蕃

山
を
尊
信
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
陽
明
学
の
思
想
の
彼
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宮
城
公
子⑦
の
指
摘
に
よ
る
と
、
朱
子
学
に
止
ま
ら
ず
陽

明
学
に
お
け
る
「
構
成
造
為
」
へ
の
方
谷
の
批
判
意
識
か
ら
み
れ
ば
、
彼
の
儒
学
思

想
の
中
に
は
王
陽
明
の
思
想
の
み
で
は
捉
え
き
れ
な
い
点
が
多
々
あ
る
。
ま
た
、
幕

末
期
に
お
け
る
儒
学
思
想
は
一
般
に
折
衷
的
傾
向
が
濃
厚
で
あ
り
、
学
派
を
論
ず
る

こ
と
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
い
と
い
う
衣
笠
安
喜⑧
の
指
摘
に
も
留
意
し
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。
以
上
の
研
究
に
鑑
み
れ
ば
、
陽
明
学
の
枠
組
み
内
の
み
で
儒
学
と
藩
政

改
革
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
辻
本
雅
史⑨
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
世
済
民
の
た
め
の
徂
徠
学
の
影
響
の
も
と
で
、
徂
徠
学
に

お
け
る
超
越
的
な
君
主
権
に
よ
る
強
力
な
統
合
の
論
理
が
修
正
さ
れ
な
が
ら
、
折
衷

学
や
正
学
派
朱
子
学
、
さ
ら
に
は
後
期
水
戸
学
な
ど
に
も
陰
に
陽
に
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
君
主
像
と
い
っ
た
視
点
か
ら
山
田
方
谷
、
さ
ら
に
い
え
ば
幕

山
田
方
谷
に
お
け
る
君
主
の
仁
徳
論
と
撫
育
政
策

古　
　
　

文　

英
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末
期
の
儒
学
思
想
を
捉
え
る
こ
と
が
有
用
だ
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
研
究

で
は
、
近
世
儒
学
思
想
史
と
い
う
文
脈
を
意
識
し
て
、
方
谷
の
君
主
像
及
び
そ
れ
と

関
連
す
る
撫
育
政
策
の
実
践
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
儒
学
思
想
を
再
検
討

し
て
み
た
い
。

一　

山
田
方
谷
に
お
け
る
君
主
像

１　

君
主
の
文
徳
と
武
威

宋
明
理
学
に
お
い
て
学
問
の
目
標
は
聖
人
へ
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。格
物
致
知
・

居
敬
に
基
づ
い
た
修
身
工
夫
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が
聖
人
に
到
達
す
る
こ
と
で
、

自
然
に
平
天
下
が
実
現
で
き
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
君
主
も
例
外
で
は
な
く
、
聖

人
に
な
る
た
め
の
学
問
と
修
養
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、『
書
経
』
の
大
禹
謨
に
は
舜
が
禹
に
与
え
た
「
人
心
惟
危
、
道
心

惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
る
。
朱
熹
は
そ
れ
を
三

代
聖
人
の
間
で
伝
授
さ
れ
た
心
法
と
し
て
捉
え
、
道
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
三
代
の

治
の
実
現
が
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
朱
熹
か
ら
み
れ
ば
、
道
に
目
覚
め
る
に

は
、
皇
帝
が
何
よ
り
も
ま
ず
学
問
や
修
養
に
励
む
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
方
谷
は

こ
う
し
た
考
え
を
批
判
し
て
い
る
。『
書
経
』
の
大
禹
謨
の
「
帝
乃
誕
敷
文
德
、舞
干

羽
於
兩
階
、七
旬
有
苗
格
」
の
一
文
に
対
す
る
懐
疑
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

禹
は
舜
か
ら
有
苗
を
征
服
す
る
と
い
う
命
令
を
受
け
て
、六
師
を
以
て
出
征
し
た
が
、

有
苗
は
服
従
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
臣
の
益
の
助
言
を
受
け
、
軍
を
引
き
返
し
て
、

干
・
羽
を
階
に
舞
わ
せ
て
、
文
徳
を
敷
く
こ
と
に
よ
り
、
有
苗
は
服
従
し
た
と
い
う
。

こ
の
一
文
は
君
主
の
文
徳
に
よ
る
感
化
政
治
を
強
調
す
る
儒
学
の
政
治
思
想
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
方
谷
は
ま
ず
、
文
徳
の
樹
立
に
つ
い
て
、「
夫
文
武
相
濟
。
猶
兩
輪

之
相
須
而
行
也
。
然
威
武
之
不
立
。
文
德
不
可
得
而
敷⑩
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
と
武
が
互
い
に
補
わ
な
け
れ
ば
効
果
は
発
揮
で
き
な
い
と
提
唱
し
、
文
徳
を
得
る

に
は
武
威
が
必
要
と
さ
れ
る
。方
谷
は
昔
の
聖
王
の
在
り
方
を
以
下
の
よ
う
に
み
る
。

故
古
之
聖
王
未
敢
忽
於
武
。
但
其
遠
人
不
服
。
固
將
修
文
德
以
来
之
。
然
至
其

頑
凶
怙
終
不
可
化
者
。
則
赫
斯
怒
。
整
其
旅
。
揚
威
鳴
罪
。
侵
于
之
疆
。
方
此

時
也
。
順
者
生
。
逆
者
死
。
彼
尚
執
而
不
回
。
恃
而
不
服
。
則
覆
厥
巢
穴
。
殲

厥
渠
魁
。
斬
根
斷
株
。
永
絶
禍
基
。
一
夫
之
誅
。
足
以
慴
萬
邦
。
一
日
之
舉
。

足
以
保
永
世
。
威
刑
於
是
乎
著
。
武
功
於
是
乎
立
。
所
謂
帝
德
廣
運
。
乃
武
乃

文
者
。
由
斯
道
而
已⑪
。

方
谷
に
よ
る
と
、
昔
の
聖
王
は
け
っ
し
て
武
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
か
っ
た
。
夷
狄

を
征
服
す
る
際
に
、
ま
ず
文
徳
を
修
め
、
夷
狄
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
文
徳

で
同
化
で
き
な
い
場
合
、
軍
隊
を
整
え
、
そ
の
国
境
に
侵
入
し
て
、
武
威
で
征
服
し

よ
う
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
夷
狄
が
依
然
と
し
て
従
順
に
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

彼
ら
の
巣
窟
と
首
領
を
殲
滅
し
、
根
源
を
断
ち
切
っ
て
禍
の
も
と
を
根
絶
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
昔
の
聖
王
が
「
帝
德
廣
運
」
を
永
世
ま
で
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

「
乃
武
乃
文
」
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
、文
武
両
道
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、『
尚
書
』
の
「
七
旬
有
苗
格
」
と
い
う
記
述
が
信
用
で
き
な
い
理
由
を
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

今
據
書
之
所
載
。
苗
之
頑
凶
。
爲
日
已
久
。
乃
下
徂
征
之
詔
。
會
群
后
之
師
。

大
禹
爲
帥
。
伯
益
爲
副
。
暴
兵
於
千
里
之
外
。
以
正
其
罪
。
而
三
旬
對
壘
。
不

能
下
之
。
始
聽
惟
德
動
天
之
議
。
竟
無
一
隻
之
獲
而
還
。
誠
若
是
也
。
威
刑
何

由
著
。
武
功
何
由
立
。
招
蠻
夷
之
侮
。
而
長
寇
賊
之
心
。
尚
何
来
格
之
有
。
後

之
稍
有
智
略
者
。
所
不
肯
爲
。
而
謂
古
之
聖
神
而
爲
之
乎
。
由
此
觀
之
。
其
事

之
不
可
信
。
固
不
待
論
。
而
腐
儒
之
徒
曲
爲
之
説
。
乃
謂
聖
人
不
嗜
殺
。
文
德
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之
敷
。
足
以
服
頑
凶
之
心
而
格
之
矣
。
噫
三
聖
相
承
。
煦
涵
百
有
餘
年
矣
。
未

足
以
服
其
心
。
而
七
旬
干
羽
之
舞
。
足
以
格
之
乎
。
可
謂
妄
也
已⑫
。

禹
は
苗
族
の
罪
を
正
す
た
め
に
、
軍
隊
を
集
め
、
千
里
の
外
ま
で
進
み
、
苗
族
と

三
〇
日
も
対
抗
し
た
が
降
伏
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
徳
だ
け
が
天
を
動
か
す

と
い
う
副
将
軍
伯
益
の
献
言
を
聞
い
て
、
つ
い
に
一
隻
も
得
ず
に
帰
っ
た
。
徳
で
天

を
動
か
す
と
い
う
議
論
に
方
谷
は
納
得
し
て
い
る
が
、
徳
ば
か
り
を
強
調
す
る
と
、

威
刑
を
示
し
た
り
武
功
を
確
立
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
結
果
か
え
っ
て

夷
狄
の
侮
辱
を
ま
ね
き
、あ
だ
を
な
す
心
を
助
長
さ
せ
て
し
ま
う
と
論
難
し
て
い
る
。

ま
た
、
堯
・
舜
・
禹
の
三
聖
が
百
餘
年
の
徳
治
政
治
を
行
っ
て
い
て
も
、
夷
狄
の
心

を
十
分
に
服
従
さ
せ
な
い
ま
ま
、「
七
旬
干
羽
之
舞
」
に
よ
っ
て
こ
れ
を
正
す
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
と
述
べ
る
。
だ
か
ら
、「
聖
人
不
嗜
殺
。
文
德
之
敷
足
以
服
頑
凶
之
心

而
格
之
矣
」
と
い
う
後
世
の
言
説
は
腐
儒
の
で
っ
ち
あ
げ
た
も
の
だ
と
批
判
す
る
。

要
す
る
に
、
方
谷
か
ら
み
れ
ば
、
夷
狄
が
文
徳
の
み
で
服
従
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
で
は
方
谷
の
い
う
文
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

典
午
清
談
。
陸
沈
於
胡
虜
。
趙
宋
理
學
。
屈
膝
於
仇
讐
。
未
始
不
由
此
。
而
至

其
甚
。
欲
誦
孝
經
而
防
敵
者
有
矣
。
獲
賦
一
詩
而
退
虜
之
嘲
者
有
矣
。
是
皆
有

苗
之
格
作
之
俑
。
而
腐
儒
之
説
。
從
而
誤
之
也⑬
。

こ
こ
で
方
谷
は
晋⑭
、
宋
の
政
権
の
滅
亡
・
衰
退
を
取
り
上
げ
、
老
荘
思
想
や
性
理

学
に
よ
り
国
を
治
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
夷
狄
に
屈
服
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
老
荘
思
想
や
性
理
学
な
ど
の
文
の
み
で
は
治
国
で
き
な
い
と

い
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
宋
明
理
学
で
は
皇
帝
の
学
問
と
修
養
が
厳
し
く
要
請
さ

れ
て
い
る
が
、
方
谷
は
性
理
学
に
よ
る
治
国
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
君
主
の
治
国
に
お
け
る
武
威
の
強
調
も
、
宋
明
理
学
に
と
っ
て
異
質
な
も
の

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
方
谷
に
お
い
て
、
武
威
と
共
に
文
徳
も
要
請
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
文
徳
は
す
で
に
宋
明
理
学
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
位
置
づ
け
が
与
え
ら

れ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

２　
「
百
王
一
姓
」

周
知
の
と
お
り
、
儒
学
思
想
に
お
い
て
、
君
位
の
資
格
は
天
命
を
受
け
た
有
徳
者

又
は
賢
哲
者
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
不
徳
者
は
君
権
あ
る
い
は
そ
の
相
続
権

を
失
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
根
拠
に
易
姓
革
命
論⑮
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。

易
姓
革
命
論
に
関
し
て
方
谷
は
「
百
王
一
姓
」
論
を
以
て
議
論
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
も
方
谷
の
君
主
像
を
窺
え
る
。
ま
ず
、
中
国
の
君
主
と
日
本
の
君
主
の
相
違
に
つ

い
て
、「
彼
爲
人
主
者
。
革
命
易
姓
以
爲
常
。
有
德
則
君
。
無
德
則
讎
。
我
則
百
王
一

姓
。
有
德
亦
君
。
無
德
亦
君
。
彼
之
所
尚
在
德
。
而
不
在
位
。
我
之
所
尚
。
在
位
而

不
在
德⑯
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
天
皇
の
血
統
は
百
代
に
わ
た
っ
て
一
姓
を

維
持
し
て
き
た
た
め
、
徳
の
有
無
に
は
関
係
な
く
、
君
主
を
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、「
歷
世
之
主
。
尊
之
如
鬼
神
。
信
之
如
著
龜
。
親
之
如
父
母
」
と
述
べ
る

よ
う
に
、
日
本
で
は
、
君
主
を
鬼
神
の
よ
う
に
尊
び
、
占
い
の
よ
う
に
信
じ
父
母
の

よ
う
に
親
し
む
と
い
う
。
易
姓
革
命
論
の
峻
拒
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
方
谷
は
君
主

が
道
徳
的
体
現
者
で
あ
る
こ
と
を
絶
対
の
条
件
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
よ
う
に
非
合
理
的
要
素
が
色
濃
い
方
谷
の
君
主
像
に
お
い
て
、
君
臣
関

係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
諫
争
問
題
か
ら
検
討
し

て
み
る
。
日
本
の
臣
は
君
主
の
不
徳
を
み
た
と
し
て
も
、「
不
忍
言
之
。
隱
蔽
回
護
。

唯
恐
人
知
之
」
と
い
う
反
応
を
と
り
、
君
主
の
非
を
激
論
す
る
こ
と
は
な
い
と
強
調

す
る⑰
。
こ
こ
に
君
主
の
不
徳
の
隠
蔽
を
臣
の
責
任
と
し
て
捉
え
、
君
主
の
人
格
的
有

徳
性
の
欠
如
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
方
谷
は
次
の
よ
う
に
中
国
に
お
け
る
忠
義
の
臣
の
在
り
方
を
批
判
し
て
い
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る
。
す
な
わ
ち
、「
尚
德
者
下
好
伺
上⑱
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
方
谷
か
ら
み
れ
ば
、
諫

争
を
好
む
「
尚
德
者
」
は
、君
主
の
地
位
を
奪
お
う
と
狙
っ
て
い
る
。「
此
其
所
以
諫

死
多
而
殉
難
少
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
で
君
主
の
不
正
に
対
し
直
言
し
て
死

を
招
く
に
至
る
も
の
が
多
く
、
国
難
に
当
っ
て
命
を
落
と
す
も
の
が
少
な
い
か
ら
で

あ
る
と
い
う
。
そ
の
一
方
、
日
本
の
忠
臣
義
士
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

北
條
高
時
之
昏
逆
。
死
其
難
者
百
千
。
而
未
見
以
言
護
罪
。
後
醍
醐
中
興
。
再

敗
已
兆
。
新
田
・
楠
諸
公
。
唯
知
致
身
於
王
事
。
而
未
聞
其
伏
闕
攀
檻
。
一
嬰

逆
鱗
。
至
於
近
世
。
武
田
氏
之
將
亡
。
老
臣
宿
將
。
爭
死
於
鋒
鏑
。
而
亦
莫
伏

刃
於
言
路
者
。
此
豈
非
世
所
謂
忠
臣
義
士
殺
身
不
悔
者
耶
。
又
豈
不
能
豫
知
國

之
敗
亡
者
哉
。
然
其
心
則
謂
。
與
其
揚
言
君
之
惡
。
寧
以
身
與
俱
亡
。
一
死
國

事
。
臣
道
盡
矣
。
此
我
忠
義
之
氣
所
以
鐘
於
殉
難
一
途
。
而
何
恠
於
諫
死
寥
落

哉⑲
。

周
知
の
よ
う
に
、
儒
学
に
お
い
て
君
臣
関
係
は
君
の
道
と
臣
の
道
と
い
う
二
つ
の

側
面
が
あ
る
。「
君
使
臣
以
禮
、
臣
事
君
以
忠
」（『
論
語
』
八
佾
）
と
い
う
孔
子
の
言

葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
は
双
務
的
関
係
に
あ
る
。
朱
註
は
こ
こ
に
「
君
臣
以

義
合
者
也
。
故
君
使
臣
以
禮
、
則
臣
事
君
以
忠
」
と
い
う
尹
氏
の
言
を
引
用
し
、
義

に
基
づ
き
成
り
立
つ
君
臣
の
双
務
的
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
義
の
規

範
性
が
上
下
の
分
と
い
う
秩
序
よ
り
優
位
に
あ
る
。
し
か
し
、
上
引
史
料
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
方
谷
は
北
条
高
時
の
「
昏
逆
」、
後
醍
醐
天
皇
の
敗
北
な
ど
と
い
っ
た
国

難
の
状
況
に
お
い
て
、
君
主
の
不
正
或
い
は
失
政
に
対
し
直
言
し
て
死
を
招
く
こ
と

よ
り
も
、
国
事
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
国
難
に
殉
じ
て
死
ぬ
ほ
う
が
日
本
の
忠
臣
義

士
の
在
り
方
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
れ
こ
そ
臣
の
道
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
方
谷

は
義
の
規
範
性
よ
り
も
、
国
事
の
実
践
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
君
主
の
非
を
論
難
す
る
人
た
ち
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

設
彼
尚
德
之
徒
議
之
。
明
謂
之
妾
婦
之
忠
。
謂
之
從
主
於
昏
。
謂
之
不
能
見
機

而
作
。
而
殊
不
知
我
邦
百
王
一
姓
。
上
下
成
俗
。
唯
知
有
君
。
而
不
知
其
他
。

與
夫
朝
夕
易
姓
。
視
君
如
傳
舍
者
。
異
其
途
。
蓋
在
於
此
也⑳
。

徳
を
尊
ぶ
も
の
は
日
本
の
忠
臣
の
在
り
方
を
妾
婦
の
忠
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、

方
谷
か
ら
み
れ
ば
、
彼
ら
は
大
事
な
点
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
前
述
し
た

よ
う
に
、
方
谷
が
評
価
し
て
い
る
の
は
、
徳
や
義
の
規
範
性
に
拘
ら
な
い
「
百
王
一

姓
」
の
伝
統
、
忠
臣
義
士
の
在
り
方
で
あ
る
。

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
方
谷
は
君
主
に
学
問
と
修
養
を
要
請
す
る
こ
と
は
な

く
、
道
徳
的
体
現
者
で
あ
る
こ
と
も
絶
対
の
条
件
と
は
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、「
百

王
一
姓
」
論
及
び
君
臣
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
非
合
理
的
・
権
威
主
義
的
要
素
が
色
濃

く
表
れ
て
お
り
、
徳
や
義
の
規
範
性
を
排
除
し
、
国
事
の
実
践
に
重
点
を
置
い
て
い

る
と
い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
君
主
に
対
し
文
徳
と
共

に
武
威
も
要
請
し
て
い
る
。
以
下
で
は
備
中
松
山
藩
の
撫
育
政
策
を
取
り
上
げ
、
そ

の
文
徳
が
内
包
さ
れ
て
い
る
意
味
を
検
討
し
て
み
る
。

二　

山
田
方
谷
に
お
け
る
撫
育
政
策
か
ら
み
る
君
主
の
仁
徳

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
、元
締
役
兼
吟
味
役
に
抜
擢
さ
れ
た
方
谷
は
翌
三
年
か
ら

改
革
の
期
間
を
七
か
年
に
定
め
て
藩
政
改
革
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
「
上
下

節
約
」「
負
債
整
理
」「
産
業
振
興
」「
紙
幣
刷
新
」「
士
民
撫
育
」「
文
武
奨
励
」
と

い
っ
た
六
項
目
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
方
谷
の
儒
学
思
想
と
一
緒
に
よ

く
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
は
撫
育
政
策㉑
で
あ
る
。
そ
の
た
め
以
下
で
は
撫
育
政
策
を
中

心
に
検
討
し
て
み
る
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
一
〇
月
に
、方
谷
は
こ
れ
か
ら
の
藩
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政
改
革
及
び
撫
育
政
策
に
つ
い
て
、
藩
主
に
上
書
し
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
、
藩
國
の
御
天
職
は
乍
恐
御
家
中
諸
士
併
百
性マ

マ

町
人
共
を
御
撫
育
被
遊
候
に

有
之
御
事
と
奉
存
候
、
其
御
撫
育
の
方
は
無
限
事
に
御
座
候
へ
共
、
先
つ
差
當

り
御
急
務
と
可
申
者
、
御
家
中
は
御
借
り
上
米
を
御
戻
被
下
候
に
有
之
、
百
性

は
課
役
を
減
し
、
難
澁
村
を
御
取
立
被
下
、
町
人
は
金
錢
融
通
を
付
、
交
易
を

盛
に
被
成
下
候
に
有
之
候
儀
と
奉
存
候㉒
。

藩
主
の
天
職
は
家
中
及
び
百
姓
町
人
を
撫
育
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
差
し
当
た
り

の
急
務
は
家
中
の
借
上
米㉓
を
戻
し
、
百
姓
の
課
役
を
軽
減
し
、
町
人
へ
の
金
銭
融
通

を
行
う
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、嘉
永
三
年
の
改
革
以
来
、藩
財
政
が
良
く
な
っ

た
た
め
に
、「
此
上
は
一
日
も
無
御
捨
置
御
撫
育
の
御
急
務
三
ケ
條
の
儀
御
力
を
被
爲

盡
度
御
事
に
奉
存
候㉔
」
と
強
調
す
る
。
以
下
で
は
借
上
米
の
返
還
及
び
百
姓
の
課
役

の
軽
減
に
関
す
る
意
見
を
中
心
に
論
じ
る
。
方
谷
は
借
上
米
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う

に
述
べ
る
。

右
に
付
第
一
の
御
家
中
御
借
り
上
米
御
戻
の
儀
、去
る
子
年
よ
り
文
武
勵
の
爲
、

現
取
五
歩
、
御
戻
被
下
候
事
故
、
今
五
歩
の
處
、
明
辰
年
よ
り
、
御
戻
被
下
都

合
壹
割
の
御
戻
に
被
成
下
以
来
は
不
残
定
法
に
割
入
永
々
御
戻
し
被
下
度
奉
存

候
、
尤
右
御
戻
し
米
の
儀
は
去
る
寅
年
被
仰
出
も
有
之
御
借
財
皆
無
に
相
成
候

節
は
、
現
取
二
割
迄
は
御
戻
被
下
候
算
當
に
候
間
、
此
上
追
々
御
借
財
減
少
公

金
等
も
御
宥
免
有
之
候
は
ゝ
其
減
に
從
ひ
追
々
被
仰
出
候
通
御
戻
被
下
候
時

は
、
則
御
急
務
の
一
條
丈
け
は
御
大
成
と
申
も
の
に
御
座
候
間㉕
。

嘉
永
三
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
家
中
の
借
上
米
を
四
〇
％
か
ら
半
減
し
て
二
〇
％
に

削
減
し
て
い
た
が
、
嘉
永
五
年
に
は
文
武
奨
励
の
た
め
に
五
％
を
戻
し
て
い
る
。
安

政
三
年
に
さ
ら
に
五
％
を
戻
せ
ば
、
三
〇
％
の
家
禄
支
給
率
と
な
る
。「
借
財
皆
無
」

と
な
る
と
き
に
、
元
の
四
〇
％
の
支
給
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
実
現

に
向
け
て
今
か
ら
着
手
す
れ
ば
、
家
中
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
と
述
べ
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
百
姓
町
人
の
減
税
や
金
銭
融
通
を
行
え
ば
、
成
功
す
る
と
指
摘
し
て
い
る㉖
。
し

か
し
、
安
政
二
年
一
〇
月
二
日
に
安
政
の
大
地
震
が
発
生
し
、
江
戸
の
町
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
藩
邸
も
甚
だ
し
く
崩
落
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
莫
大
な
修
繕

費
が
必
要
と
な
り
、
右
の
よ
う
な
計
画
の
実
現
に
障
害
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
方
谷
は

以
下
の
よ
う
に
、
修
繕
費
を
士
民
か
ら
徴
収
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

但
今
般
出
府
仕
候
に
付
、
右
の
次
第
早
速
奉
申
上
候
積
に
罷
有
候
處
、
豈
圖
ら

ん
御
府
内
の
變
災
、
誠
に
非
常
の
儀
莫
大
の
御
入
用
と
相
成
、
右
愚
存
の
次
第
、

違
却
に
可
相
成
哉
と
心
痛
仕
候
處
、
厚
思
召
を
以
、
御
殿
向
、
御
修
理
等
は
格

別
御
省
略
被
仰
出
、御
家
中
諸
士
え
は
御
手
厚
の
御
仁
惠
被
下
置
候
に
付
て
は
、

右
御
撫
育
の
御
急
務
宜
敷
相
成
折
角
の
御
仁
澤
充
分
に
及
不
申
候
て
は
可
惜
御

事
に
奉
存
候
間
、
今
般
變
災
の
御
入
用
に
於
て
は
両
岐
同
役
申
談
公
金
始
御
借

財
一
切
相
斷
、
其
外
御
省
略
筋
力
の
及
ひ
候
限
り
は
、
誠
精
仕
右
御
入
用
の
償

は
相
成
可
申
候
間
、
右
御
借
り
上
米
御
戻
し
の
儀
は
今
般
の
變
災
に
不
拘
、
昨

年
よ
り
御
戻
し
被
下
候
段
當
年
中
に
も
被
仰
出
候
は
ゝ
、
御
住
居
向
は
如
此
被

遊
御
不
自
由
臣
下
へ
は
容
易
不
成
御
恩
惠
御
施
被
下
候
事
故
、
平
常
の
時
に
百

倍
感
服
仕
候
儀
と
存
候
間
、
御
時
節
柄
も
不
顧
愚
存
の
儘
奉
申
上
候
儀
に
御
座

候㉗
。

借
上
米
の
返
還
や
課
税
の
軽
減
な
ど
の
よ
う
な
撫
育
政
策
を
行
お
う
と
し
た
と
こ

ろ
に
、
災
害
の
た
め
に
実
施
で
き
ず
、
せ
っ
か
く
の
仁
沢
が
充
分
に
及
ば
な
け
れ
ば

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
厳
重
な
節
約
を
行
い
、
計
画
ど
お
り
に
借
上
米

を
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
藩
邸
の
こ
と
で
不
自
由
な
状
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況
に
お
い
て
も
、
容
易
で
は
な
い
恩
恵
を
施
す
藩
主
に
対
し
、
臣
下
ら
は
き
っ
と
平

常
の
と
き
よ
り
も
感
服
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
臣
民
ら
を
藩
主
の

恩
恵
に
感
服
さ
せ
る
た
め
に
、
撫
育
政
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方
谷

の
主
張
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

高
掛
米
の
徴
収
は
、
藩
主
勝
静
が
外
国
掛
及
び
勝
手
掛
の
老
中
に
抜
擢
さ
れ
る
際

に
、
役
儀
に
伴
う
莫
大
な
出
費
が
藩
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
吟
味

役
ら
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
政
策
で
あ
る
。
吟
味
役
の
神
戸
一
郎
は
一
斗
、
進
昌
一
郎

は
七
升
を
徴
収
す
る
よ
う
提
案
し
た
が
、
方
谷
は
五
升
以
上
の
高
掛
が
過
分
で
あ
る

と
い
う㉘
。
賦
課
を
割
り
当
て
る
に
し
て
も
囲
米
に
付
随
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
こ
れ
を

売
却
し
て
代
金
を
目
付
立
会
い
の
下
に
封
を
し
て
お
く
か
、
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処

理
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
献
言
す
る
理
由
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
坂
表
に
て
先
年
々
割
御
借
り
入
の
金
子
は
全
く
下
方
へ
御
用
金
御
掛
け
不
被

成
爲
め
の
御
借
り
入
に
て
、
銀
主
共
へ
も
其
段
御
達
に
相
成
居
候
事
故
、
右
の

御
返
金
不
相
濟
内
、
下
方
よ
り
御
取
上
け
も
御
座
候
へ
は
、
其
金
を
以
直
に
大

坂
へ
御
拂
濟
無
御
座
て
は
、
不
相
成
筋
に
當
り
候
間
、
今
般
の
高
掛
り
も
其
通

に
被
成
度
事
に
御
座
候
へ
と
も
、
左
様
に
も
難
被
成
候
は
ゝ
、
右
申
上
候
通
封

金
に
致
置
、
御
入
用
筋
に
御
取
欠
無
之
候
は
ゝ
、
大
坂
へ
も
其
段
申
聞
候
て
も

尤
と
存
候㉙
。

こ
こ
に
い
う
「
年
割
御
借
り
入
の
金
子
」
は
恐
ら
く
安
政
大
地
震
の
と
き
に
発
生

し
た
震
災
復
旧
費
な
ど
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
百
姓
に
負
担
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
理
由
で
、
大
坂
商
人
を
説
得
し
て
金
子
を
借
り
た
が
、
も
し
そ
の
金
子
を
返
済
し

な
い
ま
ま
百
姓
か
ら
徴
税
す
れ
ば
筋
が
通
ら
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。
や
む
を
え
ず
高

掛
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
封
を
し
て
お
き
、
必
要
な
と
き
に
不
足

し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
大
坂
商
人
も
納
得
す
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
す
る
に
し
て
も
、
他
の
用
途
へ
の
使
用
を
め
ぐ
り
問
題
が

生
じ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
般
の
高
掛
り
下
方
え
の
御
達
は
定
て
、
御
役
用
に
付
て
の
被
仰
付
に
相
成
可

申
と
奉
存
候
、
然
る
所
先
年
始
て
の
御
役
成
大
數
の
御
入
用
も
一
切
下
方
へ
御

掛
け
は
無
之
候
處
、
今
般
に
至
り
御
掛
け
相
成
候
て
は
、
是
迄
の
御
仁
德
俄
に

薄
く
被
爲
成
、
終
に
は
御
役
を
彼
是
申
候
様
可
相
成
か
と
奉
恐
入
候
、
因
て
相

考
候
處
、
元
来
御
領
分
は
定
免
に
有
之
候
間
、
凶
年
に
は
相
當
の
御
救
被
成
下
、

豐
年
の
節
は
過
上
米
被
仰
付
候
て
、
當
然
の
事
と
奉
存
候
、
則
當
年
は
稀
成
豐

熟
に
候
間
、
過
上
米
の
被
仰
出
に
て
可
然
、
尤
御
役
用
と
申
て
被
仰
付
は
無
之

候
へ
共
、
再
度
の
御
役
成
大
數
の
御
費
用
に
付
て
は
、
其
爲
被
仰
付
候
事
も
當

り
前
の
儀
た
る
事
は
序
に
被
相
達
候
て
可
然
奉
存
候
、
右
過
上
米
に
て
も
外
御

入
用
に
不
被
成
、
御
圍
米
又
は
封
金
に
被
成
置
、
凶
年
の
時
御
救
の
手
當
に
被

成
候
へ
は
御
仁
德
の
障
に
は
相
成
間
敷
と
奉
存
候㉚
。

高
掛
米
を
徴
収
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を
他
の
用
途
に
使
用
で
き
る
か
と
い
う
と
、

そ
れ
も
そ
れ
で
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
前
年
ま
で
に
も
別
の
用
途
の
た
め
に
百
姓
か

ら
徴
税
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
に
な
っ
て
徴
収
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
藩
主

の
仁
徳
が
に
わ
か
に
衰
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の

問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
、従
来
領
内
で
採
っ
て
い
た
定
免
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
凶
年
に
は
救
恤
米
を
支
給
し
、
豊
作
の
年
に
「
過
上
米
」
を
徴
収
す
る

こ
と
で
あ
る
。
昨
年
は
都
合
よ
く
豊
年
で
あ
っ
た
た
め
、
増
税
し
て
も
領
民
は
納
得

す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
と
り
わ
け
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
、他
の
用
途
に
使
わ
ず
に
、

徴
収
し
た
高
掛
米
を
囲
米
も
し
く
は
封
金
と
し
て
、
凶
作
の
と
き
の
領
民
の
「
御
救

の
手
當
」
に
す
れ
ば
「
御
仁
慈
の
障
」
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
方
谷
の
主
張
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
高
掛
米
を
別
の
用
途
に
使
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
方
谷
の
本
意
で
あ
る
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が
、
ど
う
し
て
も
「
御
役
用
」
の
金
子
が
必
要
な
場
合
、
高
掛
米
で
は
な
く
、「
過
上

米
」
と
い
う
名
目
で
領
民
か
ら
徴
収
す
る
と
い
う
。「
過
上
米
」
と
い
う
名
目
な
ら

ば
、
領
民
も
納
得
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
御
救
の
手
當
」

と
い
う
名
目
の
高
掛
米
を
徴
収
す
る
場
合
は
、「
御
役
用
」
に
使
用
す
れ
ば
、
領
民
の

納
得
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
、
君
主
の
仁
徳
に
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

総
じ
て
い
え
ば
、
方
谷
の
本
意
と
し
て
は
撫
育
の
方
針
に
基
づ
き
、
高
掛
米
、
借

上
米
は
一
切
差
し
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
増
税
す
る
よ
り
も
、
厳
重
な
節
約
が
大
事

な
の
で
あ
る
。
や
む
を
え
ず
理
想
と
し
て
い
る
撫
育
政
策
が
実
現
で
き
な
い
場
合
、

臣
民
の
心
情
を
考
慮
し
、
彼
ら
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
代
案
を
提
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
提
言
し
た
撫
育
政
策
は
君
主
の
仁
徳
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
下
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

御
上
奉
始
諸
役
入
御
家
中
一
同
艱
苦
相
忍
候
へ
は
、
我
身
を
責
候
て
は
、
人
を

助
け
候
御
法
に
御
座
候
間
、
人
心
も
奉
感
服
、
天
地
も
感
應
有
之
、
自
然
と
御

國
中
富
み
榮
へ
、〔
中
略
〕、
吟
味
役
中
被
申
出
筋
に
て
は
眼
前
の
算
當
、
御
都

合
宜
敷
候
へ
共
、
御
撫
育
の
筋
に
は
無
之
候
間
、
是
亦
如
何
思
召
の
儀
も
可
有

御
座
候
、
然
る
上
は
無
御
據
恐
入
候
事
に
御
座
候
へ
と
も
、
御
役
御
斷
被
仰
上

候
外
は
無
之
候㉛
。

撫
育
政
策
を
行
え
ば
、
人
心
も
感
服
し
、
天
地
も
感
応
で
き
る
た
め
に
、
自
然
と

領
内
は
豊
か
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
も
し
眼
前
の
算
当
の
み
に
拘
り
、
撫
育
の

意
味
合
い
が
な
け
れ
ば
、
寺
社
奉
行
を
や
め
る
し
か
な
い
と
の
率
直
な
意
見
を
述
べ

て
い
る
。
方
谷
は
藩
の
撫
育
政
策
に
よ
る
人
心
の
感
服
の
実
現
を
幕
政
よ
り
も
重
視

し
、
君
主
の
仁
徳
と
藩
の
経
済
的
安
泰
と
に
直
接
に
因
果
関
係
が
存
在
す
る
と
提
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
方
谷
は
君
主
の
仁
徳
を
撫
育
政
策
の
実
践
を
通
し
て
示

そ
う
と
し
て
お
り
、
撫
育
政
策
の
実
践
を
通
し
て
、
臣
民
が
感
服
す
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。
次
に
、
藩
政
改
革
に
お
い
て
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
方
谷
が
い
か
な

る
方
針
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
考
察
し
て
み
る
。

三　

名
実
一
致

前
節
に
お
い
て
、
山
田
方
谷
の
意
見
に
お
い
て
は
、
徴
収
さ
れ
た
高
掛
米
の
用
途

が
明
確
に
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
高
掛
米
は
領
民
の
「
御

救
の
手
當
」
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
他
の
用
途
に
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
。
そ
の
た
め
、吟
味
役
ら
と
議
論
し
た
結
果
、徴
収
さ
れ
た
高
掛
米
を
領
内
三
三

か
所
に
設
置
し
た
囲
蔵
に

の
状
態
で
貯
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た32
。
こ
の
施
策
は
囲

米
の
制
度
と
も
い
う
。
囲
米
の
制
度
を
実
施
す
る
際
に
、
囲
米
は
あ
く
ま
で
非
常
時

に
備
え
て
の
備
蓄
で
あ
る
と
常
に
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
め
ぐ
り
、
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
に
郡
奉
行
と
の
往
来
書
簡
に
お
い
て
論
争
を
行
っ
た
。
方
谷
か
ら
郡

奉
行
へ
の
返
信
に
お
い
て
、
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
郡
宰
の
深
意
表
向

御
用
金
被
仰
付
候
は
ゝ
一
向
不
苦
、別
に
名
を
付
候
て
誘
に
相
成
候
は
不
宜
考
の
趣33
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
郡
奉
行
は
、
従
来
公
然
と
藩
の
用
金
と
し
て
付
加
税
を
徴
収
し

て
き
た
た
め
、
問
題
視
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
高
掛
米
と
い
う
名
が
付
け

ら
れ
る
と
、
か
え
っ
て
よ
ろ
し
く
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
方
谷
は
以
下

の
よ
う
に
い
う
。

先
日
も
御
直
話
申
候
通
被
仰
付
候
事
な
ら
、
ち
び
〳
〵
と
致
候
事
は
不
宜
、
屹

度
御
一
備
に
相
成
候
程
の
儀
に
無
之
て
は
、
是
亦
上
下
共
不
爲
に
御
座
候
。
乍

去
御
再
役
御
入
用
と
被
仰
出
候
て
も
、
右
御
用
金
を
御
入
用
に
使
ひ
込
候
て
は

決
て
不
相
成
、
又
々
別
段
に
備
置
候
て
、
萬
一
の
節
は
國
家
人
民
の
事
に
用
ひ
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候
爲
に
致
不
申
て
は
不
相
成
候
。
さ
す
れ
は
、

令
壹
斗
掛
を
被
仰
付
候
共
、

其
内
は
少
し
も
取
缺
か
れ
不
申
、
當
暮
の
差
引
な
と
へ
入
候
事
は
御
無
用
に
御

座
候
。
扨
右
に
付
、
風
と
相
考
候
處
、
是
迄
は
別
に
名
を
付
取
り
込
候
事
は
一

向
無
之
候
處
〔
後
略
〕34
。

囲
米
は
ち
ょ
っ
と
し
た
備
え
に
な
る
く
ら
い
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
上
下
君
臣
の

た
め
に
は
な
ら
な
い
。
再
び
役
に
就
い
た
も
の
が
必
要
だ
と
い
っ
て
も
、
高
掛
米
を

使
い
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
用
金
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
、
そ
れ
は
万
一
の
と
き
に
藩
や
領
民
の
た
め
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
毎
年
貯
倉
に
積
み
立
て
る
高
掛
米
の
数
量
は
規
定
さ
れ
て

い
る
。
規
定
数
量
に
達
し
て
い
な
い
場
合
、
収
納
米
で
振
り
替
え
て
い
る35
た
め
に
、

た
と
え
一
斗
の
高
掛
米
が
要
請
さ
れ
て
も
年
末
の
決
算
に
含
め
て
は
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、
方
谷
は
名
が
付
け
ら
れ
た
ら
、
そ
の
名
に
合
わ
せ
て
行
動
す
べ
き
だ
と

考
え
て
お
り
、
上
記
の
問
題
が
生
じ
た
の
は
郡
奉
行
が
名
付
け
た
と
お
り
に
実
行
し

な
か
っ
た
か
ら
だ
と
み
て
い
る
。
方
谷
の
み
る
と
こ
ろ
、
郡
奉
行
は
名
実
一
致
の
意

識
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
他
の
問
題
も
引
き
起
こ
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

是
迄
は
別
に
名
を
付
取
り
込
候
事
は
一
向
無
之
候
處
、
郡
宰
に
て
そ
れ
を
嫌
候

は
、
一
昨
年
の
三
斗
掛
貮
升
の
献
米
を
取
違
候
に
は
無
之
哉
、
右
も
年
来
御
臨

時
引
償
候
に
付
、
其
爲
上
納
可
致
と
被
仰
出
、
則
表
向
に
掛
候
譯
に
有
之
候
處
、

そ
れ
を
色
々
と
支マ

マ吾
致
、
終
に
御
入
用
向
に
御
用
ひ
無
之
、
御
圍
米
と
相
成
候
。

そ
れ
故
郡
宰
に
て
は
、
名
と
實
と
相
違
故
、
名
を
付
取
込
候
と
申
事
に
は
無
之

哉
。
已
に
大
石
と
も
激
論
有
之
候
趣
、
兎
角
右
の
事
心
に
有
之
候
て
は
、
今
般

も
御
役
用
を
名
と
し
て
献
納
い
た
さ
せ
、
別
御
備
に
相
廻
候
て
は
、
又
如
何
と

存
候
へ
共
、
世
に
圍
米
等
を
名
と
し
て
取
込
候
上
御
入
用
に
使
ひ
候
と
は
、
表

裏
の
違
故
、
此
取
違
有
之
候
て
は
相
成
不
申
候36
。

郡
奉
行
は
三
斗
の
高
掛
米
を
二
升
の
献
米
と
取
り
違
え
、
何
と
か
し
て
隠
蔽
し
よ

う
と
し
た
が
、
結
局
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、「
御
役
用
」
と
い
う
名
目
で
徴
収
し
た
献

上
米
は
、備
蓄
用
の
囲
米
に
回
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
方
谷
は
こ
れ
ら
の
事
に
対
し
、

囲
米
は
あ
く
ま
で
非
常
時
の
備
え
で
の
備
蓄
で
あ
り
、
そ
れ
を
名
目
上
取
り
込
ん
で

実
際
に
用
い
る
こ
と
は
「
表
裏
の
違
」
い
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
違
い

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
た
。

方
谷
に
お
け
る
名
実
一
致
の
重
視
は
藩
の
借
財
整
理
か
ら
も
窺
え
る
。
文
久
の
財

政
改
革
の
際
に
、
方
谷
は
、
藩
が
抱
え
る
借
財
を
十
把
一
絡
げ
に
考
え
る
進
や
神
戸

に
対
し
、
借
財
整
理
の
方
針
を
助
言
し
、「
借
財
蕩
平
論
」
を
執
筆
し
た
。
そ
の
中

で
、
借
財
の
事
情
に
応
じ
て
、
二
つ
の
対
応
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。「
借
金
蕩
平
之

戰
に
義
理
有
名
の
師
あ
り
、
掠
奪
無
名
の
師
あ
り
、
戰
を
企
る
の
初
め
何
れマ

ぞマへ
心

を
定
ざ
る
べ
か
ら
ず37
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
借
財
問
題
の
解
決
法
案
を
二
つ
に

分
け
軍
隊
に
た
と
え
て
説
明
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
義
理
と
大
義
の
あ
る
軍
隊
で

あ
る
。
二
つ
目
は
掠
奪
の
み
で
大
義
な
き
軍
隊
で
あ
る
。
借
財
の
事
情
に
よ
り
い
ず

れ
の
軍
隊
を
出
す
べ
き
か
を
ま
ず
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。
そ
の
次
に
、

方
谷
は
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、
藩
政
改
革
前
と
改
革
中
の
借
財
に
つ
い
て
ど
う
対

応
し
て
い
た
の
か
を
述
べ
て
い
る
。
改
革
前
に
、
藩
は
大
坂
・
江
戸
の
豪
商
、
領
内

の
商
人
・
農
民
か
ら
金
子
を
借
り
上
げ
た
。
そ
れ
ら
の
借
財
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
債
主
側
と
借
主
側
の
事
情
を
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
ま
ず
、

借
財
側
す
な
わ
ち
藩
の
勝
手
向
き
に
も
責
任
が
あ
る
と
み
て
い
る
。そ
れ
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
代
替
以
前
、
御
勝
手
綱
紀
頽
敗
し
、
只
當
日
を
凌
爲
に
、
八
方
借
り
廻
し
、

其
金
は
何
の
用
に
立
る
と
云
、
差
別
は
無
之
、
其
名
を
付
る
も
虚
僞
の
み
に
て
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借
り
出
す
の
術
は
多
分
宴
饗
の
諂
を
以
誘
出
し
、
高
利
の
餌
を
以
釣
出
せ
し
事

な
れ
ば
、
こ
れ
を
蕩
平
せ
ざ
れ
ば
國
計
の
爲
の
み
な
ら
ず
、
綱
紀
も
難
立
處
あ

り38
。

そ
の
場
凌
ぎ
の
た
め
に
、
藩
財
政
当
局
は
明
白
で
な
い
使
途
、
あ
る
い
は
虚
偽
の

名
目
を
以
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
借
金
し
て
い
る
。
さ
ら
に
借
金
を
集
め
る
た

め
に
宴
会
を
用
意
し
、
高
額
な
利
息
の
支
払
い
を
以
て
こ
び
へ
つ
ら
う
。
こ
こ
で
方

谷
は
借
金
の
名
実
の
不
一
致
、
手
段
の
不
当
さ
を
咎
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
勝
手

向
き
の
姿
を
改
め
、
不
当
な
手
段
で
借
り
た
金
子
を
払
い
定
め
な
け
れ
ば
、「
國
計
の

爲
の
み
な
ら
ず
、
綱
紀
も
難
立
處
あ
り
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
み
れ
ば
、
名
実
の
不

一
致
を
義
理
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
名
実
の
乖
離
を
認
め
な
い
方

谷
の
考
え
が
確
認
で
き
る
。

名
実
が
乖
離
す
る
と
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
か
。
方
谷
は
借
主

側
に
多
罪
で
あ
る
と
み
る
が
、
貸
し
主
に
も
問
題
が
あ
る
と
み
て
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

さ
れ
ど
蕩
平
の
中
に
も
ま
た
邪
正
あ
り
虚
實
あ
り
廉
貪
あ
り
、
各
其
差
別
を
立

て
、
正
實
廉
に
属
す
る
も
の
は
償
還
せ
し
も
少
か
ら
ず
、
一
時
權
宜
を
以
延
し

置
日
月
を
經
て
漸
に
償
還
せ
し
も
あ
り
、
其
階
級
幾
段
に
も
分
る
、
大
要
大
坂

江
都
は
十
に
八
九
、
蕩
平
に
属
候
、
近
邊
地
廻
は
十
に
八
九
償
還
に
属
せ
り
、

此
亦
義
理
の
あ
る
事
に
し
て
、
献
金
に
致
さ
せ
し
類
も
其
由
来
あ
り
て
の
事
な

り
、〔
如
此
差
別
を
立
し
な
れ
ど
も
數
百
條
の
事
ゆ
へ
其
當
を
得
ざ
る
も
亦
あ
る

べ
し
戰
爭
の
間
一
人
の
罪
な
き
を
殺
さ
ゞ
る
事
能
は
ざ
る
が
如
し
〕39
。

た
く
さ
ん
の
借
財
の
中
に
、
そ
の
由
縁
の
「
邪
正
」「
虚
實
」「
廉
貪
」
が
あ
る
た

め
そ
れ
を
見
極
め
、異
な
る
償
還
手
段
を
取
る
べ
き
だ
と
い
う
。「
正
實
廉
」
と
判
断

し
た
も
の
に
は
、
早
く
金
子
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
方
谷
か
ら
み
れ

ば
、
松
山
藩
と
そ
の
近
辺
か
ら
借
り
た
金
子
は
そ
れ
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
対
応
方

法
は
「
義
理
有
名
の
師
」
を
出
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
そ
の
借
金

を
休
滞
し
た
り
献
金
さ
せ
た
り
す
る
。
こ
の
や
り
方
を
「
掠
奪
無
名
の
師
」
と
す
る
。

方
谷
は
大
坂
や
江
戸
の
借
金
は
大
多
数
が
義
理
を
欠
き
、「
掠
奪
無
名
の
師
」
を
出
す

べ
き
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
払
い
定
め
ら
れ
た
も
の
が
最
初
は
あ
れ
こ

れ
と
不
平
を
訴
え
る
が
、
そ
の
後
、
自
然
に
納
得
し
て
、「
其
後
の
用
辨
等
は
格
別
に

勤
る
も
の
ま
で
有
之
は
、
有
名
義
理
の
然
ら
し
む
る
に
や
と
思
は
る40
」
と
述
べ
る
。

こ
こ
に
義
理
に
至
る
こ
と
及
び
払
い
定
め
に
あ
っ
た
も
の
の
心
情
も
重
視
す
る
方
谷

の
意
識
が
垣
間
み
え
る
。
で
は
具
体
的
に
「
義
理
有
名
の
師
」「
掠
奪
無
名
の
師
」
を

区
別
す
る
判
断
基
準
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
改
革
後
の
借
財
解
決
案
か

ら
検
討
を
進
め
る
。

改
革
後
の
借
財
に
つ
い
て
、「
先
年
と
は
大
に
違
、
大
抵
正
實
之
借
入
に
候
て
、
元

よ
り
宴
饗
之
諂
・
高
利
之
餌
等
は
、
更
に
無
之
、
其
金
の
用
ゆ
る
處
も
皆
明
日
に
て

虚
名
は
一
つ
も
無
之
事41
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
用
途
が
明
白
で
あ
る
か
ど
う
か

が
「
正
實
」
の
判
断
基
準
だ
と
示
さ
れ
て
い
る
。
改
革
後
の
借
金
は
基
本
的
に
大
坂

か
ら
金
子
を
借
り
出
し
て
い
る
。
主
に
「
月
割
江
戸
下
」「
年
割
返
濟
」「
札
坐
用
」

の
三
つ
で
あ
り
、い
ず
れ
も
用
途
が
明
白
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
年
割
返
濟
」

は
年
割
で
毎
年
返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
九
年
賦
と
七
年
賦
の
二

口
が
あ
る
。「
新
政
以
来
何
之
間
も
無
之
事
故
、
成
丈
下
民
え
は
仁
惠
を
被
施
度
、
主

人
存
意
に
付
、
借
用
を
以
振
替
、
下
民
之
肩
を
休
め
し
め
度
」、「
主
人
身
分
之
勤
役

に
付
而
、
窮
民
迄
難
澁
せ
し
む
る
儀
は
不
被
忍
事
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

領
民
に
負
担
を
掛
け
た
く
な
い
た
め
に
、
商
人
に
事
情
を
説
明
し
て
納
得
さ
せ
て
借

り
上
げ
た
金
子
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
借
金
に
関
し
て
、「
皆
其
事
に
用
盡
し
て
、
一
つ

も
虚
名
は
無
之
、
下
方
へ
は
銀
主
へ
達
之
通
、
一
點
も
掛
候
事
無
之
、
明
白
と
云
べ

し
」と
強
調
し
て
い
る
。
名
実
が
一
致
し
て
い
る
た
め
に
、そ
の
借
財
は
義
理
に
適
っ
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て
い
る
と
方
谷
は
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
方
谷
は
そ
の
借
財
は
約
束
ど
お
り

に
返
済
す
べ
き
だ
と
い
う
が
、
吟
味
役
ら
は
高
掛
米
を
徴
収
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら

の
借
財
を
す
べ
て
休
滞
し
て
ほ
し
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
名
実
の
一
致
が

実
現
し
て
い
る
借
財
の
休
滞
に
対
し
、
方
谷
は
頑
固
に
反
対
す
る
一
方
、
吟
味
役
ら

は
藩
の
財
政
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
提
出
し
た
高
掛
米
の
徴
収
の
提
案
を
無
視
し

て
い
な
い
。
方
谷
が
融
通
を
利
か
せ
る
と
こ
ろ
は
高
掛
米
の
徴
収
で
あ
る
。
高
掛
米

を
徴
収
す
る
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
理
を
失
わ
な
い
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

右
高
掛
は
又
其
手
當
圍
米
と
變
せ
し
な
り
、
さマれ
理マ

ど
も
大
坂
も
年
割
約
定
丈

は
一
旦
差
引
は
無
相
違
濟
せ
し
ゆ
へ
、
義
を
失
し
に
は
あ
ら
ず
、
も
し
下
方
よ

り
取
上
た
る
金
を
積
み
置
て
大
坂
を
休
滞
す
れ
ば
、
た
と
へ
ば
人
の
金
を
借
出

し
我
嚢
中
に
貯
へ
置
て
理
非
に
拘
ら
ず
横
に
踏
み
付
て
返マ

ざマる
か
た
り
取
に
も

類
す
る
に
至
る
事
故
、
そ
れ
な
れ
ば
そ
れ
と
自
ら
心
を
定
め
て
中
途
に
て
義
理

に
心
を
動
さ
ゞ
る
覺
悟
肝
要
な
る
べ
し42
。

徴
収
し
た
高
掛
米
を
非
常
用
の
た
め
の
囲
米
に
し
、
九
年
賦
と
七
年
賦
の
借
金
も

約
束
ど
お
り
に
返
済
す
れ
ば
、
百
姓
も
商
人
も
納
得
で
き
る
と
想
定
し
、
そ
う
す
れ

ば
、
理
を
失
わ
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
吟
味
役
ら
の
い
う
と
お
り
に
す
れ
ば
、

人
か
ら
金
子
を
借
り
て
、
自
分
の
財
布
の
中
に
貯
え
置
い
て
、
理
非
を
わ
き
ま
え
ず

横
着
し
て
返
さ
な
い
「
か
た
り
取
」
に
類
す
る
こ
と
に
な
る
と
強
調
す
る
。
さ
ら
に

一
旦
高
掛
米
の
徴
収
を
決
め
た
ら
、
途
中
か
ら
高
掛
米
を
徴
収
し
て
は
民
の
負
担
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
義
理
に
心
を
動
か
さ
れ
な
い
よ
う
な
覚
悟
が
肝
要
だ
と

い
う
。

以
上
か
ら
、
名
が
付
け
ら
れ
た
ら
、
そ
の
名
に
合
わ
せ
て
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う

方
谷
の
考
え
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
囲
米
の
制
度
、
借
財
整
理
の
運
営
に
お
い
て
、

名
実
一
致
を
義
理
に
適
う
も
の
と
み
な
し
、
問
題
解
決
の
判
断
基
準
と
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。お

わ
り
に

以
上
、
山
田
方
谷
に
お
け
る
君
主
像
、
仁
徳
論
、
名
実
一
致
論
を
み
て
き
た
。
方

谷
の
君
主
像
は
、
学
問
と
修
養
を
第
一
義
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
君
主
の

仁
徳
は
宋
明
理
学
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
人
格
的
道
徳
性
の
重
視
と
は
相
違
す
る
。
む

し
ろ
徳
や
義
の
規
範
性
を
相
対
化
さ
せ
、
政
治
的
実
践
を
主
眼
に
据
え
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
君
主
の
仁
徳
は
個
人
の
人
格
的
有
徳
性
で
は
な
く
、
撫
育
政
策
の
実
践

に
よ
り
示
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
そ
う
し
た
政
治
的
実
践
に
お
い
て
、
名
実
の
一
致

を
義
理
に
適
う
も
の
と
み
な
し
、
新
た
な
価
値
判
断
基
準
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
う
し
た
君
主
像
は
近
世
儒
学
思
想
史
上
ど
の
よ
う
な
特
質
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
熊
沢
蕃
山43
は
、
普
遍
的
な
人
道
を
最
も
尊
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
こ
こ
で
の
道
と
は
身
分
制
の
秩
序
を
支
え
る
道
徳
原
理
と
い
え
よ
う
。
そ
の

た
め
、
蕃
山
に
お
け
る
忠
や
孝
の
道
理
は
、
現
実
の
父
母
や
主
君
の
意
志
よ
り
も
優

越
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
折
衷
学
派
で
は
、
た
と
え
ば
細
井
平
洲44
は
、

名
君
の
存
在
を
想
定
し
、
君
主
が
天
の
規
範
を
体
現
し
、
そ
の
権
威
は
天
に
よ
っ
て

保
証
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
君
主
は
天
と
同
じ
よ
う
に
民
に
恵
み

を
与
え
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
細
井
平
洲
に
お
け
る
道
は
経
世
の
志
向

が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
平
洲
の
経
世
学
の
課
題
は
、
あ
く
ま
で
民
衆
の
道
徳
教
化
に

あ
る
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
道
徳
原
理
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
方
谷
は
蕃
山
ほ
ど
積

極
的
な
意
義
を
見
出
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
道
徳
原
理
を
相
対
化
し
た
点
で
は
、
方

谷
の
思
想
と
平
洲
の
思
想
と
に
親
近
性
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
方
谷
が
規
範

性
よ
り
も
実
践
性
を
重
ん
じ
る
点
に
お
い
て
経
世
学
の
内
実
は
平
洲
の
も
の
と
は
異

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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周
知
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
二
〇
年
代
以
降
、
内
憂
外
患
の
状
況
に
直
面
し
、
知

識
人
ら
は
既
存
の
儒
学
の
非
現
実
性
と
非
実
践
性
を
批
判
し
、
政
治
と
学
問
と
の
結

合
を
主
張
し
、
儒
学
の
実
用
性
を
唱
え
は
じ
め
る45
。
方
谷
の
政
治
的
実
践
の
重
視
も

こ
う
し
た
潮
流
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
経
済
思
想
研
究
で
夙
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
方
谷
の
藩
政
改
革
は
富
国
強
兵
だ
け
で
は
な
く
、
領
民
の
撫
育

に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
。
方
谷
の
こ
の
よ
う
な
経
世
済
民
の
主
張
を
近
世
儒
学
思

想
史
の
中
で
い
か
に
位
置
付
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
だ

ろ
う
。注①　

矢
吹
邦
彦
『
ケ
イ
ン
ズ
に
先
駆
け
た
日
本
人
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

②　

三
宅
康
久
『
山
田
方
谷
の
藩
政
改
革
と
そ
の
現
代
的
意
義
』（
大
学
教
育
出
版
、

二
〇
一
一
年
）。

③　

大
淵
三
洋
「
山
田
方
谷
の
財
政
改
革
に
関
す
る
一
研
究
」（『
三
島
中
洲
研
究
』
七

号
、
二
〇
一
九
年
）
五
五
〜
六
八
頁
。

④　

朝
森
要
『
増
訂
備
中
松
山
藩
の
研
究
』（
日
本
文
教
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。

⑤　

馬
田
哲
次
「
儒
教
の
経
済
学
―
山
田
方
谷
を
中
心
と
し
て
」（『
山
口
経
済
学
雑
誌
』

五
二
巻
四
号
、
二
〇
〇
四
年
）
七
九
七
〜
八
〇
六
頁
。

⑥　

樋
口
公
啓
「「
続
資
治
通
鑑
綱
目
講
説
」
に
見
る
山
田
方
谷
の
思
想
：
そ
の
世
子
教

育
に
つ
い
て
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』一
〇
二
巻
三
号
、二
〇
〇
九
年
）五
七
七
〜
五
九
九

頁
。

⑦　

宮
城
公
子
『
幕
末
期
の
思
想
と
習
俗
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

⑧　

衣
笠
安
喜
『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）

二
五
七
頁
。

⑨　

辻
本
雅
史
『
近
世
教
育
思
想
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
）。

⑩　

山
田
方
谷
「
七
旬
有
苗
格
論
」（
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
一
冊
）』
明
徳
出
版

社
、
一
九
五
一
年
）
一
五
九
頁
。

⑪　

同
前
。

⑫　

同
前
。

⑬　

同
前
、
一
六
〇
頁
。

⑭　

典
午
は
晋
代
の
王
室
の
こ
と
を
指
す
。

⑮　

易
姓
革
命
論
と
後
述
の
君
臣
の
義
に
つ
い
て
、
丸
山
真
男
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」

（『
山
崎
闇
斎
学
派
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
し
て
い
る
。

⑯　

山
田
方
谷
「
論
諌
死
」（
前
掲
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
一
冊
）』）
一
九
二
頁
。

以
下
、
本
段
落
の
引
用
は
同
史
料
に
よ
る
。

⑰　

山
田
方
谷
「
論
諌
死
」（
前
掲
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
一
冊
）』）
一
九
二
頁
。

⑱　

同
前
。
以
下
、
本
段
落
の
引
用
は
同
史
料
に
よ
る
。

⑲　

同
前
。

⑳　

同
前
、
一
九
二
〜
一
九
三
頁
。

㉑　

山
田
方
谷
の
撫
育
政
策
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、以
下
二
篇
の
論
文
か
ら
学
ぶ
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
太
田
健
一
「
幕
末
維
新
期
備
中
松
山
藩
の
農
村
問
題
」（『
山
田
方

谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
一
号
）』
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
四
四
〜
九
一
頁
。
池
内
啓

「
山
田
方
谷
の
「
借
金
蕩
平
論
」
に
つ
い
て
」（『
山
田
方
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
二
号
）』
吉

備
人
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
二
四
〜
三
六
頁
。

㉒　

山
田
方
谷
「
山
田
方
谷
先
生
の
上
書
」（
国
分
胤
之
編
『
魚
水
實
録
（
乾
）』
旧
高
梁

藩
親
睦
会
、
一
九
一
一
年
）
二
三
〜
二
四
頁
。

㉓　

借
上
米
は
家
中
に
対
す
る
禄
米
支
給
率
を
指
す
。

㉔　

山
田
方
谷
「
山
田
方
谷
先
生
の
上
書
」（
前
掲
国
分
胤
之
編
『
魚
水
實
録
（
乾
）』）

二
四
頁
。

㉕　

同
前
、
二
四
〜
二
五
頁
。

㉖　

同
前
。

㉗　

同
前
、
二
五
〜
二
六
頁
。

㉘　

山
田
方
谷
「
山
田
方
谷
先
生
の
上
申
書
」（
前
掲
国
分
胤
之
編
『
魚
水
實
録
（
乾
）』）

八
一
頁
。
以
下
、
本
段
落
の
引
用
は
同
史
料
に
よ
る
。

㉙　

同
前
、
八
二
頁
。

㉚　

同
前
、
八
二
〜
八
三
頁
。

㉛　

山
田
方
谷
「
山
田
方
谷
先
生
の
上
申
書
」（
前
掲
国
分
胤
之
編
『
魚
水
實
録
（
乾
）』）

八
七
〜
八
八
頁
。

32　

山
田
方
谷
「
貯
倉
増
設
積
立
割
合
」（
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
二
冊
）』
明
徳

出
版
社
、
一
九
五
一
年
）
一
四
五
二
〜
一
四
五
五
頁
。
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33　

山
田
方
谷
「
領
民
ニ
對
ス
ル
高
掛
リ
ノ
件
」（
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
二
冊
）』

明
徳
出
版
社
、
一
九
五
一
年
）
一
四
三
六
頁
。

34　

同
前
、
一
四
三
六
〜
一
四
三
七
頁
。

35　

高
梁
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
高
梁
市
史
』（
高
梁
市
、
一
九
七
九
年
）
七
一
一
頁
。

36　

山
田
方
谷
「
領
民
ニ
對
ス
ル
高
掛
リ
ノ
件
」（
前
掲
山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
（
二

冊
）』）
一
四
三
七
頁
。

37　

山
田
方
谷「
借
金
蕩
平
論
」（
前
掲
山
田
準
編『
山
田
方
谷
全
集（
二
冊
）』）一
三
一
三

頁
。

38　

同
前
。

39　

同
前
、
一
三
一
三
〜
一
三
一
四
頁
。〔　

〕
内
は
原
文
割
註
。

40　

同
前
。
一
三
一
四
頁
。。

41　

同
前
、
一
三
一
四
頁
。
以
下
、
本
段
落
の
引
用
は
同
史
料
に
よ
る
。

42　

同
前
、
一
三
一
五
頁
。

43　

尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）
二
三
九
〜

二
四
五
頁
。

44　

細
井
平
洲
の
君
主
像
に
つ
い
て
、前
掲
辻
本
雅
史
『
近
世
教
育
思
想
史
の
研
究
』
を

参
照
し
て
い
る
。

45　

松
本
三
之
介
『
天
皇
制
国
家
と
政
治
思
想
』（
未
来
社
、
一
九
六
九
年
）
六
二
〜

一
一
七
頁
。

【
付
記
】本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
９
Ｊ
１
２
６
７
４
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


